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■
子
育
て
支
援
の
充
実

〇
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ

と
Ｉあ
い

」
に
お
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
子
育
て
に
不
安
の
あ
る
保
護
者
等
に

関
わ
り
、
寄
り
添
う
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

〇
不
育
症
の
検
査
治
療
を
希
望
す
る
方
に
対

し
、
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

〇
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
子
育
て
支
援
策
と
し

て
本
年
１
月
に
導
入
し
た
「
母ぼ

し子
モ
♥
い
わ

く
に
」
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
充
実
を
図
り

ま
す
。

〇
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
乳
幼
児
医
療
費
や

こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
、
市
立
小
・
中
学
校

の
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て
も
、
実
施
し
ま

す
。

〇
周
東
町
の
わ
か
ば
保
育
園
の
建
て
替
え
を

実
施
し
て
お
り
、
本
年
７
月
末
に
完
了
す
る

予
定
で
す
。

■
健
康
づ
く
り

〇
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
外
出
の
機
会
や
地
域

で
の
活
動
の
機
会
が
減
少
し
て
い
る
中
、
新

し
い
生
活
様
式
の
中
で
も
心
身
の
健
康
を
保

て
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開

催
、
地
域
や
団
体
・
企
業
と
協
働
し
た
健
康

づ
く
り
活
動
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

■
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ

く
り

〇
外
出
支
援
と
し
て
の
高
齢
者
活い

き
行い

き
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

〇
敬
老
優
待
乗
車
証
を
お
持
ち
の
70
歳
以
上

の
高
齢
者
を
対
象
に
、
錦
川
清
流
線
を
Ｊ
Ｒ

と
同
じ
運
賃
で
利
用
で
き
る
回
数
券
の
購
入

助
成
と
、
柱
島
航
路
を
半
額
の
運
賃
で
利
用

で
き
る
助
成
を
令
和
４
年
度
か
ら
新
た
に
実

施
し
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
し
ま
す
。

〇
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
就
職
し

た
新
卒
の
介
護
福
祉
士
に
対
し
、
引
き
続
き

給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
手
人

材
の
安
定
確
保
と
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
な
ど
を
目
指
し
ま
す
。

〇
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
深
化
・

推
進
を
図
る
た
め
、
市
民
組
織
や
関
係
機
関

な
ど
と
連
携
・
協
働
し
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

■
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り〇
「
岩
国
市
手
話
言
語
条
例
」
に
基
づ
き
、

障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す

る
専
門
人
材
の
育
成
を
進
め
、
障
害
者
の
社

会
参
加
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

〇
発
達
障
害
児
に
対
す
る
適
切
な
支
援
が
身

近
な
地
域
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
支
援
機
関

す
。

■
学
校
等
の
対
応

〇
こ
れ
ま
で
児
童
生
徒
を
含
む
学
校
関
係
者

に
複
数
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、

感
染
対
策
の
徹
底
や
差
別
・
偏
見
の
防
止
な

ど
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
学
校
に
お
い
て

適
切
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

ま
た
自
宅
待
機
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
児
童

生
徒
に
対
し
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
た
学
習
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
に
も

努
め
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
放
課
後
児
童
教
室
や
保
育
園
等
に

お
い
て
も
、
学
校
と
同
様
の
感
染
対
策
を
講

じ
た
上
で
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

■
米
軍
岩
国
基
地
の
対
応

〇
基
地
内
の
規
則
に
基
づ
き
感
染
防
止
対
策

が
実
施
さ
れ
、
既
に
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
日
本
人
従
業
員
の
希
望
者
に
対

し
て
、
軍
保
有
の
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
３
回
目

の
接
種
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

〇
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
感
染
拡
大

の
防
止
と
重
症
化
予
防
の
た
め
、
今
後
も
山

口
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。

〇
３
回
目
の
追
加
接
種
に
つ
い
て
は
、
可
能

な
限
り
前
倒
し
し
て
実
施
す
る
な
ど
、
市
民

の
生
命
と
健
康
、
暮
ら
し
を
守
り
、
安
心
し

て
社
会
経
済
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
え
ま
す
。

〇
感
染
症
の
流
行
期
に
備
え
た
医
療
材
料
の

備
蓄
・
配
布
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
医
療

機
関
に
再
就
職
す
る
潜
在
看
護
師
に
支
援
金

を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
人
材
の
確

保
を
目
指
し
ま
す
。

〇
市
議
会
か
ら
の
提
案
を
受
け
、
マ
ス
ク
の

着
用
や
手
洗
い
の
徹
底
を
呼
び
掛
け
る
ポ
ス

タ
ー
を
作
製
し
、
市
内
の
飲
食
店
や
公
共
施

設
、
米
軍
岩
国
基
地
内
な
ど
に
配
布
し
て
お

り
、
継
続
し
て
感
染
対
策
の
啓
発
を
図
り
ま

岩
国
市
の
主
な
取
り
組
み

　

市
議
会
３
月
定
例
会
で
福
田
良
彦
市
長
が
発
表
し
た
施

政
方
針
の
中
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

す
る
主
な
対
応
や
、
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
の
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

2広報いわくに

１
子
育
て
と
い
き
い
き
と
し
た
暮
ら
し
を

応
援
す
る
ま
ち（
健
康
・
福
祉
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す

る
主
な
対
応

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た

め
の
６
つ
の
基
本
目
標
と
行
政
経
営



の
連
携
強
化
、
支
援
者
の
養
成
、
家
族
へ
の

支
援
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
医
療
体
制
の
堅
持

〇
山
口
県
や
医
師
会
等
の
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
医
師
等
の
確
保
や
育
成
支
援
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
医
療
体
制
の
構
築
等
に

取
り
組
み
ま
す
。

〇
中
山
間
地
域
の
中
核
病
院
の
一
つ
で
あ
る

市
立
美
和
病
院
の
移
転
新
築
に
つ
い
て
、
令

和
６
年
度
中
の
開
設
を
目
指
し
て
進
め
ま
す
。

■
い
こ
い
と
学
び
の
交
流
テ
ラ
ス
整
備
事
業

〇
黒
磯
地
区
の
岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地
に

福
祉
・
科
学
学
習
施
設
を
核
と
し
、
ふ
れ
あ

い
交
流
施
設
や
自
然
交
流
施
設
、
健
康
増
進

施
設
を
配
置
し
た
「
い
こ
い
と
学
び
の
交
流

テ
ラ
ス
」
を
整
備
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
令
和
３
年
度
に
続
き
、

建
築
物
等
の
詳
細
設
計
と
造
成
等
の
土
木
工

事
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和
７

年
度
末
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
観
光
交
流
の
推
進

〇
錦
帯
橋
や
そ
の
周
辺
を
彩
る
桜
の
ほ
か
、

観
光
施
設
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
、
夜
型

観
光
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
滞
在
時

間
の
延
長
や
宿
泊
客
の
増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

〇
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据

携
し
て
い
き
ま
す
。

■
中
心
市
街
地
の
活
性
化

〇
「
第
２
期
岩
国
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
」
に
掲
載
さ
れ
た
事
業
を
推
進
し
つ

つ
、
岩
国
駅
に
隣
接
す
る
再
開
発
事
業
に
お

い
て
、
今
後
も
、
官
民
の
役
割
分
担
を
踏
ま

え
て
連
携
し
、
事
業
の
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
図
書
館
機
能
を
核
と
し
た
に
ぎ
わ
い
創

出
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
ま
す
。

■
空
港
の
利
用
促
進

○
平
成
24
年
に
開
港
し
た
岩
国
錦
帯
橋
空
港

が
、
10
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
記
念
す
る
式
典
を
開
催
し
、
沖
縄
県

や
北
海
道
へ
の
記
念
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

○
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
形
態
や
観
光
需
要
に
対

応
し
た
利
用
促
進
策
に
取
り
組
み
、
山
口
県

を
は
じ
め
関
係
機
関
と
一
層
の
連
携
を
図
り
、

県
東
部
地
域
の
空
の
交
通
拠
点
と
し
て
、
早

期
の
利
用
回
復
に
努
め
ま
す
。

■
農
林
水
産
業
の
振
興

○「
岩
国
市
農
林
業
振
興
基
本
計
画
」や「
岩

国
市
水
産
業
振
興
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

持
続
可
能
な
農
林
水
産
業
の
振
興
を
図
り
ま

す
。

○
後
継
者
や
新
規
就
業
者
を
確
保
し
育
成
す

る
と
と
も
に
、
魅
力
的
で
や
り
が
い
の
あ
る

産
業
と
す
る
た
め
、
新
規
就
業
や
施
設
整
備

に
対
す
る
支
援
な
ど
に
つ
い
て
継
続
し
て
実

施
し
ま
す
。

○
林
業
の
活
性
化
や
森
林
の
持
つ
多
面
的
機

能
の
維
持
・
強
化
を
図
る
た
め
、
森
林
の
適

切
な
経
営
・
管
理
の
推
進
や
木
材
利
用
の
促

進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
岩
国
市
漁
業
協
同
組
合
が
実
施
す
る
藤
生

荷
さ
ば
き
施
設
の
改
築
が
令
和
４
年
度
に
完

了
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
の
施
設
を
活
用
し
、

漁
業
活
動
の
安
全
性
・
利
便
性
の
向
上
や
水

産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

■
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
地
域
ブ
ラ
ン

ド
化
の
推
進

○
子
育
て
世
代
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
、
本
市
の
充
実
し
た
子
育
て
支
援
策
や
特

色
あ
る
英
語
教
育
・
国
際
交
流
の
状
況
な
ど

を
効
果
的
に
発
信
し
、
魅
力
度
や
認
知
度
の

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
本
市
の
特
産
品
を
活
用
し
開
発
し
た
統
一

ブ
ラ
ン
ド
商
品
「
つ
ま
ん
で
ち
ょ
ん
ま
げ
」

の
Ｐ
Ｒ
動
画
の
効
果
も
あ
り
注
目
度
も
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
特
産
品
の

高
付
加
価
値
化
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

行
い
な
が
ら
販
路
拡
大
に
取
り
組
み
、
ブ
ラ

ン
ド
力
と
認
知
度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
中
山
間
地
域
の
振
興

○
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
形
成
の
た
め
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
い
っ
た
外
部
人
材
の

活
用
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
空
き
家
を
活
用
し
た
お
試
し
住
宅
を
新
た

に
整
備
し
、
本
市
へ
の
移
住
を
検
討
し
て
い

る
方
に
本
市
の
魅
力
を
体
感
し
て
も
ら
う
な

ど
、
更
な
る
田
舎
暮
ら
し
の
促
進
に
取
り
組

み
、
交
流
・
関
係
人
口
の
増
加
や
移
住
・
定

住
を
促
進
し
ま
す
。

え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
最
新
の
観
光
情
報
の

発
信
や
新
た
な
観
光
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

な
ど
、
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
を
図
り
、
観

光
需
要
の
回
復
に
つ
な
げ
ま
す
。

〇
飛
行
艇
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
仮
称
）
の
整
備

に
つ
い
て
、
国
に
要
望
を
行
う
と
と
も
に
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
機
運
の
醸
成
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
企
業
誘
致
の
推
進
・
産
業
振
興

〇
市
街
地
に
近
い
空
港
の
立
地
と
い
う
本
市

の
優
位
性
を
生
か
し
、
急
速
に
変
化
す
る
企

業
の
働
き
方
に
対
応
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
誘
致
を
進
め
ま
す
。

〇
昨
年
９
月
に
開
設
さ
れ
た
「
防
衛
装
備
庁

艦
艇
装
備
研
究
所
岩
国
海
洋
環
境
試
験
評
価

サ
テ
ラ
イ
ト
」
に
お
い
て
は
、
全
国
か
ら

水
中
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
者
や
学
生
が
集
ま

る
「
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
、
こ
の
分

野
に
関
連
す
る
産
業
の
誘
致
に
も
取
り
組
み
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
機
会
の
拡
大
を

図
り
ま
す
。

〇
「
し
ご
と
交
流
・
創
業
支
援
施
設 C

ク
ラ
ス

lass 
B

ビ
ズ

iz.

」
を
活
用
し
、
創
業
期
か
ら
事
業
が
安

定
す
る
ま
で
の
伴
走
型
の
創
業
支
援
や
、
異

業
種
間
の
事
業
者
連
携
な
ど
を
進
め
ま
す
。

〇
県
東
部
地
域
の
産
業
振
興
の
拠
点
施
設
と

し
て
期
待
の
大
き
い
（
仮
称
）
山
口
県
東
部

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
昨
年
12
月

に
策
定
さ
れ
た
基
本
構
想
に
基
づ
き
早
期
整

備
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
山
口
県
と
連

２
空
港
を
軸
と
し
た
活
力
あ
る

産
業
と
観
光
の
ま
ち（
産
業
）

～令和４年度施政方針から～
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■
幹
線
道
路
整
備
の
促
進

〇
渋
滞
緩
和
や
災
害
へ
の
対
応
、
岩
国
錦
帯

橋
空
港
や
岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ

ス
向
上
な
ど
の
観
点
か
ら
、
岩
国
大
竹
道
路

や
藤
生
長
野
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成
と
岩
国

西
バ
イ
パ
ス
の
早
期
実
現
に
向
け
、
官
民
一

体
と
な
っ
て
、
国
や
山
口
県
に
対
し
要
望
し

ま
す
。

○
藤
生
長
野
バ
イ
パ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

や
楠
中
津
線
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
整
備
を

行
い
、
利
便
性
の
向
上
や
生
活
環
境
の
改
善

に
取
り
組
み
ま
す
。

■
南
岩
国
駅
・
新
岩
国
駅
の
周
辺
整
備

〇
南
岩
国
駅
周
辺
整
備
は
移
転
整
備
が
完
了

し
た
駅
舎
に
続
き
、
駅
前
広
場
や
駐
輪
場
の

整
備
を
実
施
し
、
安
全
で
快
適
に
利
用
で
き

る
交
通
結
節
点
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

〇
新
岩
国
駅
前
広
場
は
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
エ

リ
ア
や
、
送
迎
用
駐
車
場
、
乗
降
場
な
ど
を

再
配
置
し
、
利
用
し
や
す
い
導
線
の
整
備
な

ど
を
行
う
た
め
、
関
係
機
関
と
調
整
し
な
が

ら
検
討
を
行
い
ま
す
。

■
公
共
交
通
の
再
編
・
確
保

〇
小
瀬
地
区
と
南
・
北
河
内
地
区
に
お
け
る

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
の
結
果

を
踏
ま
え
、
地
元
住
民
の
方
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
本
格
運
行
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

〇
新
た
な
地
区
に
お
い
て
も
実
証
運
行
を
実

○
河
川
に
お
け
る
堆
積
土
砂
の
撤
去
等
に
よ

り
、
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
急

傾
斜
地
崩
壊
対
策
の
推
進
に
よ
り
、
土
砂
災

害
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

■
安
心
・
安
全
対
策
の
推
進

〇
自
治
会
管
理
の
防
犯
灯
へ
の
設
置
費
用
や

電
気
料
金
の
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
適
正
な
運
用
を
図
り
、
犯
罪

や
事
故
等
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

■
米
軍
岩
国
基
地
安
全
対
策
の
推
進

○
騒
音
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
地

域
の
実
情
に
即
し
た
対
策
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

○
防
音
工
事
の
補
助
対
象
を
事
務
所
・
店
舗

等
に
も
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
制
度
設
計
に
向
け
た
実
態
の
調
査
等
が
行

わ
れ
、
着
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

国
に
対
し
て
重
点
的
に
要
望
を
行
う
な
ど
、

早
期
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

○
米
軍
関
係
者
に
よ
る
事
件
・
事
故
等
の
防

止
に
つ
い
て
は
、
実
効
性
の
あ
る
対
策
の
実

施
に
万
全
を
尽
く
す
よ
う
、
継
続
し
て
国
や

米
側
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

■
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
の
推
進

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
や
地
域
協
育

ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
を
生
か
し
、
学
校
、
家
庭
、

施
し
、
高
齢
化
の
進
む
地
域
で
の
交
通
手
段

の
確
保
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

■
市
営
住
宅
の
整
備

〇
周
東
地
区
に
お
い
て
、
統
合
の
中
核
と
な

る
沖
原
団
地
の
建
替
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、

令
和
４
年
度
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
市
営

住
宅
長
寿
命
化
計
画
の
改
定
に
伴
い
、
今
後

の
市
営
住
宅
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し

ま
す
。

■
下
水
道
の
整
備

〇
計
画
的
に
各
処
理
区
の
面
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
川
下
地
区
及
び
岩
国
・
錦
見
地

区
の
汚
水
幹
線
を
延
伸
し
、
未
普
及
地
域
の

解
消
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

■
防
災
・
減
災
対
策
の
充
実

〇
防
災
行
政
無
線
の
屋
内
受
信
機
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動

を
支
援
し
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
な
ど
、

市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

■
浸
水
対
策
等
の
推
進

○
排
水
路
の
改
修
を
は
じ
め
、
ポ
ン
プ
場
や

雨
水
調
整
池
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
令
和

４
年
度
か
ら
は
、
横
山
地
区
に
お
い
て
、
新

た
な
ポ
ン
プ
場
や
排
水
管
の
再
整
備
を
進
め

ま
す
。

地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、
子
供
た
ち
の

豊
か
な
学
び
や
育
ち
を
支
援
し
ま
す
。

■
教
育
環
境
の
充
実

○
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
特
別
教
室
へ
の
空
調

設
備
の
整
備
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
改
修

な
ど
を
進
め
ま
す
。

○
北
部
地
域
の
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
に

対
し
て
、
給
食
を
安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
、

美
和
西
小
学
校
に
共
同
調
理
場
を
整
備
し
ま

す
。

○
小
・
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整

備
を
進
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
を
推

進
し
、
児
童
生
徒
が
主
体
的
・
対
話
的
に
学

習
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

○
通
学
路
に
お
け
る
危
険
箇
所
に
つ
い
て
、

児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
歩
道

整
備
な
ど
を
進
め
ま
す
。

■
文
化
・
芸
術
の
振
興

○
第
２
期
と
な
る
岩
国
市
文
化
芸
術
振
興
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
施
策
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
岩
国
市
民
文
化
会
館

や
吉
香
茶
室
等
、
文
化
施
設
の
活
用
を
図
り
、

市
民
が
文
化
・
芸
術
に
気
軽
に
触
れ
、
多
彩

な
活
動
の
創
造
・
発
信
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

■
文
化
財
の
保
存
・
活
用

○
錦
帯
橋
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た

取
組
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
日
本
イ
コ

モ
ス
国
内
委
員
会
と
行
っ
た
錦
帯
橋
の
真
実

性
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
、
市
民

４
誰
も
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

（
安
心
・
安
全
）

５
心
の
豊
か
さ
と
生
き
抜
く
力
を
育
む

教
育
文
化
の
ま
ち（
教
育
・
文
化
）

３
豊
か
な
自
然
と
充
実
し
た
社
会
基
盤
に

よ
り
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち（
生
活
環
境
）

岩国市の主な取り組み

4広報いわくに



や
関
係
団
体
と
連
携
し
、
錦
帯
橋
の
価
値
等

に
つ
い
て
国
内
外
に
広
く
理
解
増
進
を
図
り

ま
す
。
ま
た
錦
帯
橋
が
世
界
遺
産
暫
定
一
覧

表
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
文
化

庁
に
対
し
、
積
極
的
な
働
き
掛
け
を
行
い
ま

す
。

○
国
の
「
重
要
文
化
的
景
観
」
に
選
定
さ
れ

た
横
山
・
岩
国
地
区
と
そ
の
周
辺
の
山
々
を

範
囲
と
し
た
城
下
町
地
区
に
つ
い
て
は
、
地

区
内
に
残
る
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
・
継
承

の
た
め
、
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

○
岩
国
徴
古
館
や
市
内
に
点
在
す
る
歴
史
民

俗
資
料
館
等
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
に
新

た
な
博
物
館
の
基
本
設
計
と
岩
国
徴
古
館
の

耐
震
設
計
を
実
施
し
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
再

編
・
再
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
推
進

○
中
央
公
民
館
の
建
て
替
え
に
向
け
て
、
令

和
４
年
度
か
ら
実
施
設
計
と
解
体
工
事
を
行

い
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

○
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
の
つ
ど
い
を
は
じ
め
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
促
進
を
図
る

な
ど
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
に
取
り
組

み
ま
す
。

○
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
と
広
島
東
洋
カ
ー
プ

の
フ
ァ
ー
ム
交
流
試
合
や
、
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
岩
国
工
業
高
校
出
身
の
加
納
虹
輝
選
手

の
名
を
冠
し
た
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
な
ど
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の

所
を
生
か
し
た
協
働
事
業
が
推
進
さ
れ
る
よ

う
、
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○
地
域
づ
く
り
を
行
う
多
様
な
担
い
手
の
育

成
を
図
り
、
併
せ
て
市
民
の
主
体
的
な
取
組

を
支
援
す
る
な
ど
、
多
様
化
す
る
地
域
や
社

会
の
課
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
市

全
体
に
協
働
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
・
多
様
な
性
に
関
す
る
取

組○
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
各
種
取
組
の
進
捗

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年
度
に
「
第

４
次
岩
国
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。

○
Ｌエ
ル
ジ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー

Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
は
じ
め
と
し
た
性
的
少
数
者

の
方
へ
の
理
解
と
配
慮
に
つ
い
て
、
そ
の
啓

発
と
周
知
に
努
め
ま
す
。

■
行
政
経
営
改
革
の
推
進

○
市
民
満
足
度
の
向
上
と
持
続
可
能
な
行
政

経
営
の
実
現
に
向
け
て
、
効
果
的
・
効
率
的

な
行
政
経
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
国
に
お
い
て
は
昨
年
９
月
に
デ
ジ
タ
ル
庁

を
創
設
し
、
全
国
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

す
る
流
れ
を
加
速
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い

て
も
、
新
た
に
設
置
し
た
岩
国
市
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
会
議
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を
策
定
し
ま

誘
致
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
中
山
湖
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
ア
ウ
ト
ド

ア
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
支
援
す
る
な

ど
、
更
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

○
県
立
武
道
館
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、

山
口
県
に
お
い
て
基
本
設
計
や
実
施
設
計
業

務
に
着
手
さ
れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等

と
も
協
力
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
本
施
設

の
早
期
完
成
に
向
け
て
山
口
県
と
連
携
し
て

い
き
ま
す
。

■
国
際
交
流
の
推
進

〇
日
本
語
や
日
本
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

英
語
教
育
や
国
際
交
流
が
充
実
し
た
「
英
語

交
流
の
ま
ち
Ｉ
ｗ
ａ
ｋ
ｕ
ｎ
ｉ
」
の
実
現
を

目
指
し
、
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
取
組
の
一

つ
と
し
て
、
英
語
の
学
び
・
学
び
直
し
や
国

際
交
流
の
拠
点
と
な
る
「
英
語
交
流
セ
ン

タ
ー
Ｐプ

ラ

ッ

ト

Ｌ
Ａ
Ｔ　

Ａエ
ー
ビ
ー
シ
ー

Ｂ
Ｃ
」
に
つ
い
て
、
本

年
３
月
に
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

○
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
エ
ベ
レ
ッ
ト
市
と
昭

和
37
年
８
月
１
日
に
姉
妹
都
市
提
携
し
、
本

年
で
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
両
市
の

友
好
交
流
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

〇
市
民
活
動
団
体
や
自
治
会
な
ど
の
多
様
な

主
体
が
広
範
囲
に
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長

す
。

○
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
や
電
子
申
請
な
ど

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
併
せ
て
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
各
種
行
政
手
続
が
可
能
と
な
る
デ
ジ

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
更
な
る
市
民

の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

〇
「
公
共
施
設
の
質
と
量
の
最
適
化
」
を
推

進
す
る
た
め
、
個
別
施
設
の
具
体
的
な
対
応

方
針
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

■
財
政
基
盤
の
強
化

〇
歳
入
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
見
通
し
が
不
透
明
な
状

況
が
続
く
一
方
、
歳
出
で
は
、
高
齢
化
の
進

展
な
ど
に
よ
る
社
会
保
障
費
を
は
じ
め
、
大

規
模
事
業
、
公
共
施
設
等
の
維
持
管
理
や
更

新
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど
に
多
額
の

財
源
を
要
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
も
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
に
お
い
て
も
、
総
合
計
画
及

び
総
合
戦
略
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
施
策

を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
た
め
、
歳
入
の
確

保
や
歳
出
の
合
理
化
な
ど
に
取
り
組
み
、
財

政
基
盤
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

６
支
え
あ
い
と
協
働
で
つ
く
る

絆
の
あ
る
ま
ち（
市
民
協
働
）

７
未
来
に
つ
な
が
る
健
全
な
行
政
経
営
に

取
り
組
む
ま
ち（
行
政
経
営
）

施政方針の全文を
市ホームページに
掲載しています

～令和４年度施政方針から～
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6広報いわくに

安心・安全新たな日常 ICT予算
（前年度 667億1,000万円）一般会計予算 680億 万円2,000

市税　 (26.9％）
市民税など

地方交付税 (23.1％）
国からの交付金

国庫支出金 (18.9％）
特定の事業に対する国からの補助金など

県支出金  (7.1％）

借入金

使用料および手数料 (1.8％）
公の施設の利用料や住民票の発行などの役務の対価

(3.9％）25億9,200万円

米軍や自衛隊の飛行場など特定施設に対する交付金

国有提供施設等　
所在市助成交付金

諸収入 (1.6％）
延滞金や雑入など市債  (5.9％）

特定の事業に対する県からの補助金など

地方譲与税 (1.0％）
国税として徴収したものを自治体に譲与する税

その他 (1.5％）

民生費 (35.7％）
児童・高齢者・障害者福祉などの経費

総務費 (16.0％）
庁舎管理・徴税・選挙などの経費

土木費 (13.8％）

道路・公園・河川整備などの経費

公債費 (8.5％）

市債の元金や利子などの償還金

小中学校・幼稚園教育などの経費

教育費 (7.4％）

その他 (0.2％）

衛生費 (9.5％）
ごみ・し尿処理や健康推進などの経費

歳　

入

歳　

出

182億9,280万円

157億3,800万円

128億1,680万円

 48億 3,378万円    

 40億　 940万円

基金からの繰り入れ

繰入金　  (3.8％）    25億8,738万円

地方消費税交付金 (4.5％）
地方消費税の市町村分

 30億 7,900万円

11億9,529万円

６億 5,080万円

11億 2,013万円

 242億7,160万円

 108億8,739万円

　93億6,298万円

64億5,062万円

57億6,233万円

50億2,270万円

１億 7,398万円

11億　462万円

消防・救急・防災などの経費

消防費 (3.7％）25億1,700万円

農林水産業の振興や農林道の整備などの経費

農林水産業費 (2.6％）17億9,955万円

商工業の振興や観光事業などの経費

商工費 (1.5％）10億4,053万円

議会の運営、議員報酬などの経費

議会費 (0.6％） ３億7,422万円

土砂崩れなどの災害復旧のための経費

災害復旧費 (0.5％） ３億5,710万円
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令和４年度　岩国市の予算
予算編成の方針

　投資政策的経費※ 3　
総合計画の基本目標である「子育てといきいきと
した暮らしを応援するまち」、「空港を軸とした活
力ある産業と観光のまち」などの実現に向けて、
重要度、緊急度、事業効果などを勘案し、より優
先順位が高い「まちづくり実施計画※4」に登載
する事業を選択しました。

　市債
将来負担の軽減を図るため、発行をできるだけ抑
えるとともに、発行する場合は、財政的に有利な
普通交付税算入率の高い市債の活用に努めました。

◆

用語説明

（前年度 352億5,040万円）特別会計予算358億 万円3,150

会計名   予算額
土地取得事業 　6億　100万円
後期高齢者医療   29億　600万円
国民健康保険 159億2,900万円
介護保険 157億1,500万円
周東食肉センター事業 151億7,300万円

会計名 　予算額
観光施設運営事業      　2,510万円
錦帯橋管理 　 1億8,920万円
市場事業 　 2億7,030万円
駐車場事業      　2,290万円

　令和４年度の予算は、財政計画の基本方針である「将来負担の軽減」を堅持しつつ、総
合計画※1 および総合戦略※2 に沿ったまちづくりの施策に基づく事業を実施することを基
本方針としました。 　財政課☎（29）5050問

　経常経費※5

事業実施の必要性などを検証し、徹底した事務事
業の合理化、効率化、簡素化により、歳出の抑制
を図ることとし、おおむね令和３年度当初予算
ベースで配分した一般財源※6 の範囲内で編成し
ました。

◆

◆
※ 3　投資政策的経費＝公共施設やインフラの整備など将
来に残る固定的な資本を形成する事業や、市独自の政策を
反映したソフト事業などを行うための経費

※ 1　総合計画＝岩国市のまちづくりの一番大きな指針と
なる計画で、まちの将来像や達成する目標、そのための手
段などを取りまとめたもの

※ 2　総合戦略＝岩国市まち・ひと・しごと創生総合戦略
のこと。令和２年度から６年度までの施策の方向性を定め
たもの

※ 4　まちづくり実施計画＝施策や事業を計画的・効率的
に実現するための３カ年の計画

※ 6　一般財源＝特定の目的のみに使用できる特定財源に
対し、目的を定めずに使用できる財源

※ 5　経常経費＝現行の経常的な事業を維持していくため
の経費



100万円
1億6,475万円
1億9,346万円

200万円
5億7,770万円
6億9,105万円
2億1,690万円

2,699万円
4億6,312万円
8,747万円

175万円

441万円
441万円
459万円
1,100万円
300万円
300万円
2,110万円

1,850万円

1,200万円
7,471万円
1,500万円
1,500万円
2,646万円
663万円

200万円

200万円
3,429万円
3,372万円

465万円
6,570万円

4億6,254万円
5億1,204万円

　○柱島航路運賃助成事業費
                                     補助金（新）
高齢者活

い

き行
い

きサポート事業
公立保育園施設整備事業

不育症検査治療支援事業（新）　　　　　　　
新型コロナウイルスワクチン接種事業
病院事業会計関係費　
　○美和病院建設事業費出資金
　○訪問看護ステーションさくら
             病院附帯事業会計補助金（新）
し尿処理施設管理運営費
　○し尿処理施設管理運営費（真水苑）（新）

市内企業情報発信事業

強い農業・担い手づくり総合支援事業　
　○地域担い手育成支援交付金（新）
農村振興基本計画策定事業（新）
情報通信環境整備対策事業（新）
林業担い手育成支援事業　
　○林業担い手育成支援事業費補助金（新）
端島漁港水産物供給基盤機能保全事業

地域ブランド推進関係費
　〇地域ブランド化に向けた産品
　　　　　　　ブラッシュアップ事業
中心市街地活性化対策事業　
店舗魅力向上リニューアル事業
　〇店舗魅力向上リニューアル補助金
創業支援事業
サテライトオフィス等活用促進事業（新）　
岩国海洋環境試験評価サテライト
　　　　　　　　　民間利用推進事業
　○水中ロボットフェスティバル
　　　　　　　実行委員会負担金（新）
岩国錦帯橋空港利用促進費　
　〇岩国錦帯橋空港利用促進費（主要事業）　

宅地耐震化推進事業（新）
道路メンテナンス事業（道路施設）
社会資本整備総合交付金事業　
道路メンテナンス事業（橋りょう）　

愛宕地区排水施設改修事業　
ポンプ場改修事業
藤生荷さばき施設改修事業
　〇藤生荷さばき施設改修事業費
                                         補助金　
新岩国駅前広場改修事業
歴史的風致維持向上計画策定事業（新）
南岩国地区都市再生整備計画事業
文化的景観保存活用事業（新）
楠中津線改良事業
本峠街区公園整備事業
黒磯地区いこいと学びの交流テラス
　　　　　　　　　　　　　整備事業　
黒磯地区いこいと学びの交流テラス
　　　　　アクセス道路整備事業（新）
岩国駅周辺再開発事業　
市営住宅統合建替事業

防災行政無線整備事業
高潮ハザードマップ作成事業（新）

小学校空調設備整備事業　
小学校トイレ改修事業（新）　
灘小学校屋内運動場改築事業
中学校空調設備整備事業　
中学校トイレ改修事業（新）
公民館整備事業　
岩国市博物館整備事業
保健体育行事費　
　○プロ野球ファーム交流試合
                                  開催事業（新）
体育・スポーツ・健康づくり大学等
　　　　　　　　　　　　　連携事業　
中山湖アウトドアスポーツ推進事業　
　○中山湖アウトドアスポーツ
                      推進事業費補助金（新）
国際交流支援員常駐配置事業
小中学校日本語指導支援員配置事業
岩国北部地域給食施設整備事業
小中学校ＩＣＴ環境整備事業（新）
小中学校ＩＣＴ推進事業（新）
教育イントラネット管理費
　○教育ネット整備事業　

7,875万円
2億1,525万円
3億8,480万円

3億8,480万円
1,500万円
481万円

2億1,144万円
589万円

1億4,031万円
7,734万円

6億9,871万円

2,839万円
1億8,958万円
3億3,484万円

4,661万円
199万円

520万円
1,457万円
1,614万円
1,050万円
1,456万円

1億2,203万円
8,884万円
4,176万円

377万円

216万円
200万円

200万円
6,811万円
1,211万円

1億5,095万円
1億3,121万円
6,920万円

1億1,733万円
1億  198万円

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

8広報いわくに



1億　　　　円
7,015万円
357万円
120万円
1,277万円

1億0,600万円
9,390万円
1,210万円
2,233万円
922万円
2,010万円
2,010万円

17億3,788万円

3,255万円
35万円

　 793万円
3,315万円

4,721万円
3,580万円
8,200万円
6,080万円
2,350万円
2,037万円
200万円

1億　883万円

本庁舎保全事業（新）
ふるさと応援寄附ＰＲ事業　
地域公共交通再編検討事業
水中ロボットフェスティバル連携事業（新）
乗合タクシー運行事業（新）
地域づくり支援事業
　〇地域資源活性化事業
　〇地域ささえ愛交付金
地域おこし協力隊派遣事業
いわくに暮らしお試し住宅整備事業（新）
個人番号カード委託事業
　〇個人番号カード申請サポート事業（新）
特定防衛施設周辺整備費

　〇防犯設備整備事業
　〇防犯灯電気料金助成事業
　〇防犯カメラ維持管理事業
　〇防犯灯電気料金助成金
　〇こどもインフルエンザ予防接種
                                       助成事業
　〇排水路改修事業
　〇道路改良舗装事業
　〇排水路整備事業　
　〇新港船溜り改修事業
　〇消防施設整備事業
　〇日米交流事業
　〇愛宕スポーツコンプレックス
　　　　　　　　　　　　管理運営費

　〇小中学校学校給食運営事業　
　〇小中学校学校給食費等補助金　　
再編関連特別事業費　
　

　〇交通安全対策事業
　〇こども医療費助成事業　
　〇こどもを守る予防接種事業
　〇感染症対策医療材料備蓄事業
　〇岩国学校給食センター管理運営費　
(仮称）岩国基地関連特別事業費　

　〇川下供用会館等駐車場整備事業（新）　
　〇騒音測定器更新事業
　〇道路改良舗装事業　
　〇排水路整備事業　
　〇ポンプ場整備事業
　〇室の木町第一街区公園整備事業
　〇岩国駅周辺にぎわい創出施設整備事業
　〇消防施設整備事業（新）
　〇英語交流センター運営基金積立金（新）
　〇英語交流センター運営事業（新）

成年後見制度利用促進事業（新）
コミュニケーション支援専門人材育成
                                     奨励金支給事業
　○コミュニケーション支援専門人材育成奨励金（新）
高齢者福祉優待乗車等事業
　○錦川清流線回数券購入助成事業費補助金（新）

5億7,732万円
　128万円

4億4,906万円

149万円
　2億9,412万円

1,122万円
2,000万円

1億2,009万円
　14億8,740万円

3,210万円
1,880万円
7,050万円

1億7,260万円
5,090万円
4,892万円
3,513万円
3,133万円
4,313万円
4,273万円

588万円

45万円
45万円

9,589万円
110万円

総務費

民生費

市が行う主要な事業と予算額を紹介します。
（〇印は事業の主な内訳を再掲したもの） 
　財政課☎（29）5050問

岩国市英語交流センター
PLAT ABC

令和４年度
　主要な事業

特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した公共用施
設の整備など

再編関連交付金を活用した子育て支援、防災事業、住
民生活の利便性の向上に関する事業など　

（仮称）岩国基地関連特別交付金を活用した、市の活
性化や住民生活の利便性の向上に関する事業など　
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告
に
つ
い
て　

２
件

《
諮
問
》

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

【
再
任
】
中
佐
孔
二
（
美
和
町
）

【
新
任
】
多
谷
本
清
晴
（
錦
見
）

【
新
任
】
松
村
好
子
（
通
津
）【
敬
称
略
】

《
議
案
》

○
令
和
３
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
12
号
）　

な
ど
６
議
案

○
令
和
４
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
予
算　

な

ど
15
議
案

○
岩
国
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ

き
、
議
会
の
同
意
を
得
る
に
つ
い
て　

19
議

案〇
岩
国
市
真
水
苑
解
体
等
基
金
条
例

〇
岩
国
市
英
語
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
基
金
条

例〇
岩
国
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

〇
岩
国
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〇
岩
国
市
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

〇
岩
国
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〇
岩
国
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〇
岩
国
市
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

〇
岩
国
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〇
岩
国
市
出
張
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

〇
岩
国
市
斎
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例〇
岩
国
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

〇
岩
国
市
図
書
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

〇
岩
国
市
心
身
障
害
者
デ
イ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

〇
岩
国
市
小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
維

持
管
理
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

〇
装
束
ポ
ン
プ
場
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

〇
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

〇
不
動
産
の
取
得
に
つ
い
て

〇
不
動
産
の
取
得
に
つ
い
て
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

〇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て　

19
議
案

〇
山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
共
同
処
理

す
る
事
務
の
構
成
団
体
の
変
更
並
び
に
こ
れ

に
伴
う
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

〇
山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の
財
産
処
分

に
つ
い
て

〇
岩
国
地
区
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

〇
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

○
岩
国
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
岩
国
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
き
、
議
会
の

同
意
を
得
る
に
つ
い
て

《
議
員
提
出
議
案
》

○
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
す
る

緊
急
決
議

審
議
項
目
と
結
果

　

市
議
会
３
月
定
例
会
が
、
２
月
22
日
か
ら

３
月
23
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
議
案
の
審
議
や

一
般
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

問
議
会
事
務
局
☎（
29
）５
１
９
３

《
諸
般
の
報
告
》

○
岩
国
柱
島
海
運
株
式
会
社
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

《
監
査
報
告
》

〇
令
和
３
年
度
第
３
回
定
期
監
査
の
結
果
に

関
す
る
報
告
に
つ
い
て

〇
令
和
３
年
度
第
１
回
財
政
援
助
団
体
等
監

査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て

〇
令
和
３
年
度
第
４
回
定
期
監
査
の
結
果
に

関
す
る
報
告
に
つ
い
て

○
例
月
出
納
検
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
に

つ
い
て　

３
件

《
報
告
》

〇
令
和
３
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

〇
公
用
車
の
事
故
に
関
す
る
専
決
処
分
の
報

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
な
ど

審議項目
件数

（うち議決
件数）

結　　果

可決・採択
など

否決・不採
択など 継続審査

諸般の報告 １ ― ― ―

監査報告 ６ ― ― ―

報　　告 ３（１） １ ― ―

諮　　問 ３（３） ３ ０ ０

議　　案 85（85） 85 ０ ０

議員提出議案 １（１） １ ０ ０

広報いわくに

市
議
会
３
月
定
例
会
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市
内
の
環
境
は
、
多
く
の
市
民
や
団
体
が
取
り
組

む
清
掃
活
動
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
の
環
境
美
化

活
動
に
よ
り
、
美
し
い
状
態
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

牛
野
谷
地
区
自
治
会
連
合
協
議
会
で
は
、
花
火
大

会
や
盆
踊
り
開
催
前
に
、
地
区
住
民
が
参
加
す
る
三

世
代
交
流
一
汗
運
動
と
し
て
、
地
区
内
の
公
園
の
草

刈
り
や
清
掃
を
行
い
、
住
民
の
絆
を
育
み
組
織
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
が
全
国
の

模
範
と
し
て
認
め
ら
れ
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進
功

労
者
等
環
境
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
環
境
に
関
心

を
持
ち
、
美
し
い
ま
ち

を
将
来
の
世
代
へ
引
き

継
ぐ
た
め
の
取
り
組
み

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

地
球
温
暖
化
に
よ
る
生
物
へ
の
影
響

　

地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
と
さ
れ
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
多
く
は
人
間
の
活
動
に
よ
っ
て

排
出
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
温
暖
化
の
影
響

を
受
け
る
の
は
人
間
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

温
暖
化
に
よ
る
気
候
の
変
化
に
よ
り
、
生
物

の
生
息
地
や
極
端
な
個
体
数
の
変
化
が
起
こ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
１
9
5
3
年
以
降
、
サ
ク
ラ
の

開
花
日
が
10
年
に
つ
き
１
日
の
割
合
で
早
ま

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
カ
エ
デ
の
紅

葉
・
黄
葉
日
は
10
年
で
2
・
8
日
の
割
合
で

遅
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
う
し
た
変
化
の

要
因
の
一
つ
が
長
期
的
な
気
温
上
昇
の
影
響

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

温
暖
化
に
よ
る
気
候
の
変
化
は
、
気
温
上

昇
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
雨
の
降
り
方
も
変

化
す
る
と
考
え
ら
れ
、
日
本
で
は
雨
の
降
ら

な
い
日
が
増
え
る
一
方
、
短
時
間
に
強
い
雨

が
降
る
頻
度
が
増
す
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

温
暖
化
の
海
洋
生
物
へ
の
影
響
も
無
視
で

き
ま
せ
ん
。
海
水
へ
二
酸
化
炭
素
が
溶
け
込

む
こ
と
で
海
洋
酸
性
化
が
進
む
と
、
一
部
の

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
貝
類
、
サ
ン
ゴ
な
ど
の
海

洋
生
物
の
殻
や
骨
格
の
形
成
が
困
難
に
な
り

ま
す
。
温
暖
化
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
海
洋

に
溶
け
込
む
酸
素
量
の
減
少
も
見
ら
れ
、
海

洋
生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
産
物
や
水
産
物
に
限
ら
ず
、
私
た
ち
は

さ
ま
ざ
ま
な
生
物
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
き

て
い
ま
す
。
私
た
ち
を
支
え
て
い
る
生
物
や

生
物
間
の
つ
な
が
り
を
守
る
た
め
に
も
、
地

球
温
暖
化
対
策
が
必
要
な
の
で
す
。

環
境
美
化
活
動
に
よ
り
町
が

美
し
く
保
た
れ
て
い
ま
す
！

11

ちょっとちょっと

聞いて聞いて

　ごみの持ち出し時間は、収集日の朝６時
から朝８時までです。持ち出し時間以外は
ごみを出さないようにお願いします。

ごみの持ち出し時間を
守りましょう！

地球温暖化は地球上のあらゆる生態
系に大きな影響を与える

私たちの住む町は、多くの人の美化活
動により美しい環境が保たれている

福田市長から環境大臣表彰
状の伝達を受けた協議会



市
の
組
織
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

　

４
月
１
日
か
ら
市
の
組
織
の
一
部
が
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
変
更
さ
れ
た
部
署
を
紹
介
し

ま
す
。

変
更
前

○
市
民
生
活
部　

文
化
振
興
課
（
文
化
芸
術

第
44
回
錦
帯
橋
ま
つ
り
の
大
名

行
列
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
中
止

　

４
月
29
日
㈷
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
第

44
回
錦
帯
橋
ま
つ
り
に
お
け
る
大
名
行
列
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
全
て
中
止
に
な

り
ま
し
た
。

※
詳
細
は
錦
帯
橋
ま

つ
り
特
設
サ
イ
ト
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
観
光
振
興
課
☎（
29
）５
１
１
６
、（
一
社
）

岩
国
市
観
光
協
会
☎（
41
）２
０
３
７

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る

年
金
）
を
受
け
る
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
や
免
除
期
間
な
ど
が
10
年
以
上
必
要
で

す
。
ま
た
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40

年
間
、
保
険
料
を
納
め
る
と
満
額
の
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
60
歳
ま
で
に

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し

て
い
な
い
場
合
や
、
納
付
済
期
間
が
40
年
未

満
の
場
合
、60
歳
以
降（
申
し
出
た
月
以
降
）

で
も
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
厚
生
年
金
お
よ
び
共
済
組
合
な
ど

班
、
都
市
交
流
室
）

○
市
民
生
活
部　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
地
域

ス
ポ
ー
ツ
班
、
ス
ポ
ー
ツ
戦
略
班
）

変
更
後

○
市
民
生
活
部　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
文
化

芸
術
班
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
班
、
都
市
交
流
室
）

問
職
員
課
☎（
29
）５
０
３
６

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金

の
募
金
箱
を
設
置
し
ま
し
た

　

市
で
は
赤
十
字
国
際
委
員
会
な
ど
が
実
施

す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
人
道
危
機
対
応
や
避

難
民
を
受
け
入
れ
る
周
辺
国
な
ど
の
救
援
活

動
を
支
援
す
る
海
外
救
援
金
の
募
金
箱
を
設

置
し
ま
し
た
。

設
置
期
間　

５
月
31
日
㈫
ま
で

設
置
場
所　

本
庁
舎
１
階
案
内
所
、
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
お
よ
び
各
支
所

※
領
収
書
が
必
要
な
場
合
は
、
職
員
に
救
援

金
を
渡
し
て
く
だ
さ
い

※
金
融
機
関
で
の
救
援
金
の
取
り
扱
い
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
社
会
課
（
日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部
岩

国
市
地
区
）
☎（
29
）５
０
７
０

に
加
入
し
て
い
な
い
と
き
に
限
り
ま
す

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
人

（
70
歳
ま
で
）　

○
年
金
額
を
増
や
し
た
い
人
（
65
歳
ま
で
）

○
海
外
に
居
住
し
日
本
国
籍
を
持
つ
人
（
20

歳
〜
65
歳
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
保
険
年
金
課
☎（
29
）５
０
８
６
、
総
合
支

所
、
支
所
、
岩
国
年
金
事
務
所
☎（
24
）２
２

２
２市

税
の
納
期

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税　

第
１
期

納
期
限　

５
月
２
日
㈪

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
収
税
課
☎（
29
）５
０
５
９
、
総
合
支
所
、

支
所美

和
斎
場
を
廃
止
し
ま
し
た

　

市
斎
場
の
適
正
な
管
理
・
運
営
を
行
う
た

め
、
利
用
状
況
、
施
設
水
準
な
ど
を
総
合
的

に
判
断
し
、
美
和
斎
場
を
３
月
31
日
㈭
で
廃

止
し
ま
し
た
。

　

美
川
斎
場
な
ど
市
内
５
斎
場
に
つ
い
て
は
、

従
来
通
り
利
用
で
き
ま
す
。

問
環
境
保
全
課
☎（
29
）５
１
０
０

ホームページ

特設サイト

お
知
ら
せ

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう

12広報いわくに

●
市

役

所
☎（
29
）５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所
☎（
63
）１
１
１
１

●
周
東
総
合
支
所
☎（
84
）１
１
１
１

●
玖
珂
支
所
☎（
82
）２
５
１
１

●
錦
総
合
支
所
☎（
72
）２
１
１
１

●
美
川
支
所
☎（
76
）０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所
☎（
96
）１
１
１
１

●
本
郷
支
所
☎（
75
）２
３
１
１
岩国市役所　〒740－8585
岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など
をお届けします。



市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

　
　
　
　
　
　

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
人

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
（
内
縁
関
係
に
あ
る
人
お
よ
び
婚
約

者
を
含
む
）
が
あ
る
人

※
単
身
可
の
住
宅
へ
申
し
込
む
場
合
は
除
く

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

③
法
に
規
定
す
る
収
入
基
準
に
該
当
す
る
人

④
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

⑤
法
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
人

※
申
し
込
み
が
な
い
住
宅
の
他
、
若
者
定
住

対
策
住
宅
や
単
独
定
住
住
宅
の
一
部
に
つ
い

て
随
時
で
の
入
居
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す

☎（
28
）６
３
８
０

C
lass Biz.
C
REA
TIV
E 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

●
い
つ
か
や
り
た
い
を
カ
タ
チ
に
〜
夢
へ
の

一
歩
セ
ミ
ナ
ー
〜

日
時　

４
月
22
日
㈮　

19
時
〜
21
時

（
受
け
付
け
開
始
＝
18
時
30
分
）

場
所　

岩
国
し
ご
と
交
流
・
創
業
ス
ペ
ー
ス

ク
ラ
ス
ビ
ズ

定
員　

15
人

※
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
も
視
聴
で
き
ま
す

内
容　

自
分
ら
し
さ
を
生
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

を
始
め
る
た
め
に
、
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る

方
法
を
学
ぶ

講
師　

牛
来
千
鶴
氏
（
㈱
ソ
ア
ラ
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役
社
長
）

申
問
岩
国
し
ご
と
交
流
・
創
業
ス
ペ
ー
ス

ク
ラ
ス
ビ
ズ
☎（
28
）６
５
６
５

※（
一
社
）岩
国
公
営
住
宅
管
理
協
会
、
総
合

支
所
農
林
建
設
課
・
建
設
課
、
出
張
所
（
岩

国
地
域
）に
備
え
付
け
の「
募
集
の
し
お
り
」

「
募
集
状
況
一
覧
表
」
を
参
照

募
集
期
間　

４
月
20
日
㈬
〜
30
日
㈯
（
消
印

有
効
）

申
所
定
の
封
筒
に
申
込
書
を
同
封
し
、
郵
送

で（
一
社
）岩
国
公
営
住
宅
管
理
協
会
へ

問（
一
社
）岩
国
公
営
住
宅
管
理
協
会かっこ内は60歳以上世帯、障害者がいる世帯、母子・父子世帯などの優先枠

※１＝単身可
※２＝60歳以上の人や身体障害者、生活保護受給者などは単身可
※３＝世帯主が40歳以下の人のみ（単身可）

講
演
・
講
座

ホームページ

種別 管轄 地域 団地（住宅）名 戸数 家賃（円）

市営住宅

本庁 岩国

萩谷 ２（1） 21,600～43,600
荒田 ２（1） 13,800～27,200
樋の前 １ 13,100～25,700
浪の浦東 １ 18,600～36,600
梅が丘※１ ５（2） 16,800～35,400
黒磯※１ １   9,100～18,000
通津※１ １ 12,700～22,100

由宇 由宇
伊道 １ 18,000～35,300

第２千鳥ケ浜 １ 19,200～37,800

周東
周東

久田※１ １ 5,000～9,900
川上※２ １ 6,400～12,600

玖珂
正森 ２（1） 22,400～51,800
久安 １ 21,300～41,800

錦
錦

久保※１ ２（1） 22,800～53,000
桜木※１ ２（1） 15,200～25,800
須万地※１ ２（1） 15,900～29,300
尾川※１ １ 22,000～50,500

美川 ひかり※１ ２（1） 21,600～49,700

美和
美和

鷹ノ巣※１ １ 16,100～37,000
長野※１ １ 15,000～25,900

本郷
大田※１ １ 15,200～24,500
八幡※１ １ 21,400～49,200

改良住宅 本庁 岩国
荒田 ６（2） 8,400～12,300
四方田 ３（1） 14,100～14,200

特定公共
賃貸住宅

周東 玖珂 植山 ３ 49,000～55,000
美和 美和 陽の出※１ ２ 32,000～40,000
錦 錦 久保※１ １ 39,000～49,000

単独定住
住　　宅 美和 本郷

和田※１ １ 24,000
給田原※１ １ 33,000

若者定住
対策住宅 錦

錦 須万地※３ １ 22,000
美川 あおば※３ ３ 15,000～17,000

募　

集

料金の記載がないものは原則無料です
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㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

南
岩
国
町
四
丁
目　

☎（
31
）０
０
４
６

ち
い
さ
い
子
の
た
め
の

お
は
な
し
会

対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

日
時　

５
月
12
日
㈭　

10
時
15
分
〜
10
時
45

分定
員　

８
組
程
度
（
先
着
順
）

※
未
就
園
児
以
外
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い募
集
期
間　

４
月
27
日
㈬　

10
時
〜

申
電
話
で
、
中
央
図
書
館

●
中
央
図
書
館
で
は
、
毎
月
第
２
・
４
木
曜

日
の
午
前
中
を
「
乳
幼
児
の
日
」
と
し
て
い

ま
す

科
学
セ
ン
タ
ー

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

麻
里
布
町
六
丁
目　

☎（
22
）０
１
２
２

科
学
教
室

●
紙
コ
ッ
プ
が
車
の
向
き
を
変
え
る
よ

対
象　

小
学
３
〜
６
年
生

日
時　

①
５
月
１
日
㈰　

②
５
月
８
日
㈰　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
①
②
は
同
じ
内
容
で
、
重
複
し
て
申
し
込

む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

場
所　

科
学
セ
ン
タ
ー　

２
階
講
座
室

定
員　
各
10
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
参
加
可
能
な
人
に
は
４
月
27
日
㈬
ま
で
に

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
連
絡
し
ま
す

内
容　

磁
石
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
作
り
を
通

し
て
磁
石
の
性
質
を
学
ぶ

持
参
品　

筆
記
用
具
、
作
品
を
入
れ
る
袋

募
集
期
間　

４
月
19
日
㈫　

９
時
〜
24
日
㈰

17
時

申
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
科
学
セ
ン
タ
ー

 iw
kagaku@

city.iw
akuni.lg.jp

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い

岩
国
運
動
公
園

㊡
な
し

平
田
一
丁
目　

☎（
32
）７
４
１
１

前
期
初
心
者

　
　
　
　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

対
象　

市
内
お
よ
び
近
郊
に
在
住
す
る
10
歳

以
上
の
人

日
時　

５
月
７
日
㈯
・
14
日
㈯
・
21
日
㈯　

13
時
〜
17
時

場
所　

市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

定
員　

15
人

料
金　

３
５
０
０
円

募
集
期
間　

４
月
15
日
㈮
〜
28
日
㈭

申
問（
一
財
）岩
国
市
体
育
協
会

☎
FAX（
32
）７
３
７
２

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の
イベント情報をお届けします。

科
学
セ
ン
タ
ー

ホームページ

中
央
図
書
館

岩
国
運
動
公
園

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう
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知っちょる!?

市役所なんでも
Ｑ＆Ａ

Ｑ

Ａ

　　　　　野良犬は行政が捕獲す
　　　　るのに、野良猫を捕獲し
　　　　ないのはなぜですか？

　　　　　野良猫による衛生被害
　　　　などでお悩みの人からこ
　　　　のような相談をよく受け
ます。
　犬と猫の大きな違いは、捕獲を
規定する法令の有無です。野良犬
は狂犬病まん延防止の観点から、
狂犬病予防法で捕獲・抑留をしな
ければならないと厳しく規定され
ています。また山口県の条例でも
犬の放し飼いは禁止されており、
未係留の犬を捕獲することができ
るとされています。
　一方で、野良猫の捕獲を定める
法令は存在しません。外飼いや家
への出入りが自由な猫は、町中に
存在しています。行政による ”飼
い猫 ”と ” 野良猫 ”の判別が不可
能であることも、猫を捕獲するこ
とができない大きな理由です。
　野良猫による困りごとを減らし、
事故や病気から猫を守るためにも、
不妊・去勢手術などの対策や、室
内で飼うということが重要です。
問環境保全課☎（29）5100

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
（
山
登
り
）

対
象　

小
学
５
･
６
年
生

日
時　

５
月
7
日
㈯　

８
時
〜
17
時

場
所　

二
鹿
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー　

※
集
合
・
解
散
場
所
＝
総
合
体
育
館

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

料
金　

３
千
円
（
当
日
持
参
）

※
承
諾
書
の
記
入
・
押
印
が
必
要

募
集
期
間　

４
月
15
日
㈮
〜
25
日
㈪

申
問（
一
財
）岩
国
市
体
育
協
会

☎
FAX（
32
）７
３
７
２

ミ
ズ
ノ
主
催
教
室

●
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
教
室

対
象　

小
学
生

対
象　

①
年
中
〜
小
学
２
年
生　

②
小
学
３

〜
６
年
生

日
時　

９
月
ま
で
の
毎
週
月
曜
ま
た
は
火
曜

①
17
時
〜
18
時　

②
18
時
〜
19
時
30
分

場
所　

総
合
体
育
館

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

料
金　

３
５
０
０
円
／
月

持
参
品　

運
動
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ

募
集
期
間　

随
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
岩
国
運
動
公
園

日
時　

令
和
５
年
３
月
ま
で
の
毎
週
火
曜　

18
時
〜
19
時
30
分

場
所　

総
合
体
育
館

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

料
金　

３
５
０
０
円
／
月

持
参
品　

運
動
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ

●
ボ
ー
ル
の
蹴
り
方
教
室
（
前
期
）

対
象　

未
就
学
児
〜
小
学
３
年
生
で
サ
ッ

カ
ー
未
経
験
の
人

日
時　

９
月
ま
で
の
毎
週
金
曜　

17
時
45
分

〜
19
時

場
所　

岩
国
運
動
公
園　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

料
金　

３
５
０
０
円
／
月

持
参
品　

運
動
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
シ
ュ
ー
ズ
（
ス
パ
イ
ク
不
可
）、

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
（
貸
出
も
可
）

●
運
動
教
室
（
前
期
）

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827(22)3330
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岩
国
徴
古
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

横
山
二
丁
目　

☎（
41
）０
４
５
２

体
験
イ
ベ
ン
ト

●
ミ
ニ
掛
け
軸
を
作
っ
て
み
よ
う

対
象　

小
学
３
年
生
〜
高
校
生

日
時　

４
月
30
日
㈯　

10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

展
示
中
の
掛
け
軸
を
鑑
賞
し
た
後
、

実
際
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
掛
け
軸
を
作
る

料
金　

２
０
０
円

募
集
期
間　

４
月
17
日
㈰
〜

申
岩
国
徴
古
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

岩
国
三
丁
目　

☎（
41
）０
５
４
０

昔
の
学
校
の
授
業
を

　
　
　
　
　

体
験
し
て
み
よ
う

対
象　

小
学
３
年
生
〜
中
学
生

日
時　

５
月
８
日
㈰　

①
10
時
〜
11
時　

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

内
容　

免
疫
力
を
高
め
る
食
事
と
運
動
方
法

を
学
ぶ

持
参
品　

体
操
の
で
き
る
服
装
、
飲
み
物
、

室
内
シ
ュ
ー
ズ

募
集
期
間　

５
月
23
日
㈪
ま
で

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
働
く
婦
人
の
家

㊡
な
し

岩
国
四
丁
目　

☎（
43
）０
１
７
４

シ
ニ
ア
世
代
セ
ミ
ナ
ー

（
さ
く
ら
大
学
）
受
講
生
募
集

　

教
養
・
健
康
な
ど
に
関
す
る
講
座
を
毎
月

１
回
開
催
し
ま
す
。

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

※
会
場
に
よ
っ
て
対
象
年
齢
が
異
な
り
ま
す

※
今
年
度
か
ら
中
央
公
民
館（
中
央
）の
会
場

が
建
て
替
え
の
た
め
岩
国
供
用
会
館
に
変
更

に
な
り
ま
し
た

申
問
○
岩
国
供
用
会
館
・
岩
国
市
民
文
化
会

館
・
東
小
中
学
校
地
域
開
放
棟
会
議
室
＝
中

央
公
民
館
☎（
43
）０
１
７
４　

○
平
田
供
用
会
館
＝
平
田
出
張
所

☎（
31
）２
５
１
４　

○
愛
宕
供
用
会
館
＝
愛
宕
出
張
所

②
14
時
〜
15
時

定
員 

各
４
人
（
先
着
順
）

内
容　

国
語
、
歴
史
な
ど
の
授
業
を
昔
の
教

具
（
石
盤
な
ど
）
を
使
っ
て
体
験
す
る

募
集
期
間　

４
月
17
日
㈰
〜

申
岩
国
学
校
教
育
資
料
館

働
く
婦
人
の
家

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

昭
和
町
一
丁
目　

☎（
22
）０
４
９
０

整
理
収
納
講
座

 
 
 

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　

５
月
14
日
㈯　

10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

内
容　

整
理
収
納
の
基
本
と
進
め
方
を
学
ぶ

講
師　

柴
田
祥
子
氏

料
金　

千
円

持
参
品　

筆
記
用
具

募
集
期
間　

５
月
９
日
㈪
ま
で

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
働
く
婦
人
の
家

免
疫
力
ア
ッ
プ
講
座

　
 
 
 

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　

５
月
30
日
㈪　

10
時
〜
11
時

岩
国
徴
古
館

中
央
公
民
館

働
く
婦
人
の
家

岩
国
学
校
教
育
資
料
館

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう
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☎（
32
）６
１
３
０

○
灘
供
用
会
館
＝
灘
出
張
所

☎（
31
）８
７
０
７　

○
装
港
供
用
会
館
＝
装
港
出
張
所

☎（
23
）６
０
３
２　

○
小
瀬
分
館
＝
小
瀬
分
館
☎（
52
）３
３
１
２　

○
柱
島
供
用
会
館
・
端
島
集
会
所
・
黒
島
ふ

れ
あ
い
の
家
＝
柱
島
出
張
所

☎（
48
）２
０
０
１

㊡
月
曜

周
東
町
用
田　

☎（
84
）１
４
０
０

ピ
ア
ノ
分
解
教
室

対
象　

小
・
中
学
生

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要日
時　

５
月
21
日
㈯　

10
時
〜
12
時

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
分
解
す
る
の
を

見
て
、
音
の
鳴
る
仕
組
み
な
ど
を
学
ぶ

講
師　

沖
澄
人
氏
、
山
村
公
司
氏
（
ふ
ち
だ

楽
器
店
調
律
師
）

料
金　

千
円

申
周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

㊡
４
月
26
日
㈫

三
笠
町
一
丁
目　

☎（
29
）１
６
０
０

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

　

午
後
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に
ワ
ン
コ
イ
ン
で

楽
し
め
る
約
１
時
間
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

●
歌
で
届
け
る
皐
月
の
香
り

日
時　

５
月
14
日
㈯　

13
時
〜
（
開
場
＝
12

時
30
分
）

場
所　

ミ
ュ
ー
ズ
ホ
ー
ル

出
演
者　

重
本
ゆ
う
き（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
小
林

知
世（
ピ
ア
ノ
）

曲
目　

く
ち
な
し
（
高
田
三
郎
）、
い
の
ち

の
歌
（
村
松
崇
継
）、私
の
お
父
さ
ん
（
プ
ッ

チ
ー
ニ
）

料
金【
全
席
自
由
】　

５
０
０
円

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可

申
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

手話  
今月の手話「よろしくお願いします」

右手のこぶしを鼻に当てる。
(「よろしく・よい」を表現）

❶

手を開き、頭を下げながら
手を前に出す。（「お願い」
を表現）

❷
ワンポイント
講座 ５　

　このコーナーでは日常生
活で使える身近な手話を紹
介します。一緒に手話を学
びましょう！
問障害者支援課
☎ (29)2522

周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827(22)3330

料金の記載がないものは原則無料です

17 2022.4.15
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配偶者・パートナーからの暴力など
毎週月～金曜（男女共同参画室）
問相談専用☎(29)1155

５月 9日㈪  9時30分～11時30分(地域包括支援センター)
問高齢者支援課☎(29)2566(要予約)

５月 2日㈪ 10時～12時(由宇保健センター)
５月 9日㈪ 10時～12時(美川保健センター)
５月10日㈫ 10時～12時(岩国市保健センター)
５月16日㈪ 10時～12時(総合センター奏 玖珂)
５月17日㈫ 10時～12時(市役所)
問高齢者支援課☎(29)2566(要予約)

５月 6日㈮ 14時～16時(岩国市保健センター)
問岩国市保健センター☎(24)3751(要予約)

差別問題、悩みごとなど
法務局職員 毎週月～金曜  8時30分～17時15分
人権擁護委員 毎週月・火・木・金曜  9時～16時

(法務局常設相談所)
５月11日㈬  9時～12時(装港供用会館)
問山口地方法務局岩国支局☎(43)1125

日常生活の中での困りごとや心配ごとなど
第２・４火曜 13時～16時30分 ※祝日を除く(福祉会館)
問社会福祉協議会岩国支部☎(22)5877
５月 9日㈪ 10時～11時30分（周東中央福祉会館相談室）
問社会福祉協議会周東支部☎（84）1100
５月10日㈫ 10時～12時（社会福祉協議会由宇支部）
問社会福祉協議会由宇支部☎（63）3022
５月11日㈬  9時30分～12時(総合センター奏 玖珂）
問社会福祉協議会玖珂支部☎(82)3231
５月12日㈭ 10時～12時(美和老人福祉センター）
問社会福祉協議会美和支部☎(96)0600
５月16日㈪  9時～12時（錦公民館）
問社会福祉協議会錦支部☎（72）2211

毎週月・火・木・金曜  9時～17時
問山口県交通事故相談所☎083－933－2623

５月11日㈬  9時30分～12時(錦公民館)
問社会福祉協議会錦支部☎(72)2211
５月25日㈬  9時30分～12時(本郷山村センター)
問社会福祉協議会本郷支部☎(22)1220
５月31日㈫  9時30分～12時(社会福祉協議会由宇支部)
問社会福祉協議会由宇支部☎(63)3022

毎週月～金曜  9時～12時、13時～17時
問岩国市消費生活センター☎(22)1157　☎188
毎週月～金曜  8時30分～17時
問山口県消費生活センター☎083－924－0999

　こころの健康相談

　家族介護者相談

　認知症相談会

　心配ごと相談

　消費生活相談

　交通事故相談

　補聴器相談　男女共同参画相談

　人権相談

※新型コロナウイルス感染症の状況によって中止になる可能性があります

　民法改正により４月１日から成年年齢が
18歳に引き下げられました。
　未成年者の契約には原則、親など法定代
理人の同意が必要ですが、成年に達すると
自分の意志でさまざまな契約ができるよう
になる他、10年有効パスポートの取得や性
同一性障害者の性別変更請求などもできる
ようになります。一方で飲酒や喫煙、公営
賭博などは20歳にならないとできません。
　若者は契約に関する知識や社会経験が少
なく契約の重みや内容をよく理解していな
いことがあるため、今後、悪質業者による
若者の消費者被害の拡大が心配されます。
　契約とは法的な責任が生じる約束のこと
です。契約は口約束でも成立し、権利や義
務といった法的拘束力があるため、一方的
に契約を取り消すことは原則できません。
契約を安易に考えず、正しい知識を持って
本当に必要な契約なのかよく検討すること
がトラブルに遭わないために大切です。
　契約について不安に思うことやトラブル
が生じた場合は、消費生活センターに相談
してください。
問消費生活センター☎(22)1157

消費生活

ワンポイント
講座

193. 成年年齢が18歳になりました
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市政に対するご意見やご要望など
毎週月～金曜（市政相談室）
問市政相談室☎(29)5017　 FAX (22)2866
ciwakuni@city.iwakuni.lg.jp

国の行政に関するご意見やご要望など
５月 2日㈪  9時～12時(錦公民館)
問錦総合支所地域振興課☎(72)2110
５月11日㈬  9時～12時(周東米川公民館)
問周東総合支所地域振興課☎(84)1111
５月11日㈬ 10時～12時(総合センター奏 玖珂)
問玖珂支所地域振興班☎(82)2511
５月12日㈭ 10時～12時(美和老人福祉センター)
問美和総合支所地域振興課☎(96)1111
５月18日㈬  9時30分～12時(本郷ふるさと交流館)
問本郷支所地域振興班☎(75)2311
５月26日㈭ 10時～12時(市役所４階会議室43）
問市政相談室☎(29)5017

民事紛争や金銭問題、離婚問題など
５月12日㈭  9時～16時 定員16人(市役所会議室)
５月19日㈭  9時～12時 定員 8人(市役所会議室)
※前日の９時から予約受け付け（先着順）
※１人20分間
問予約専用☎(22)0320、市政相談室☎(29)5017
５月24日㈫ 10時～12時(社会福祉協議会由宇支部)
問社会福祉協議会由宇支部☎（63）3022

毎週火曜 15時30分～18時(山口県弁護士会岩国地区会館)
※１人30分間 ５千円
※交通事故相談(第１・３木曜) 15時30分～18時は無料
問山口県弁護士会岩国地区会岩国法律相談センター
☎0570－064－490(要予約)

５月10日㈫、24日㈫ 10時～12時(山口県弁護士会)
問相談専用☎083－920－8730
山口県弁護士会☎083－922－0087

法的トラブルでお困りの人
毎週月～土曜  9時～21時 ※土曜は17時まで
問☎0570－078374　☎03－6745－5600(IP)

５月11日㈬ 13時30分～15時30分（総合センター奏 玖珂）
問社会福祉協議会玖珂支部☎(82)3231
５月11日㈬ 13時30分～16時（周東中央福祉会館相談室）
５月12日㈭ 13時30分～15時30分(市役所４階相談室)
問山口県行政書士会岩国支部☎(22)7070

５月18日㈬  9時～12時(市役所４階会議室43)
※予約不要（先着順）
問山口県土地家屋調査士会岩国支部☎(21)0516
山口県司法書士会岩国支部☎(31)8660

５月23日㈪  9時～17時(市内の各税理士事務所)
※相談日は事務所ごとに変わることがあります
問中国税理士会岩国支部☎(24)4030(要予約)

５月 6日㈮ 10時～12時(市役所４階相談室)
問山口県社会保険労務士会岩国支部☎(84)5507

毎週水曜  9時～17時 ※祝日を除く(こども館2階)　
問労働相談窓口☎(22)0160

５月６日㈮、20日㈮  9時～16時50分 
定員 5人(岩国県民局)
問山口しごとセンター☎083－974－5120(要予約)
●若年無業者(15歳～49歳)の心理面談
５月13日㈮  9時～17時(麻里布分室２階会議室)
●若年無業者(15歳～49歳)のキャリア面談
５月12日㈭、19日㈭､26日㈭ 9時～17時
18日㈬ 13時～17時(麻里布分室２階会議室)
問しゅうなん若者サポートステーション
☎0834－27－6270(要予約)

健康、友達、学校、家庭のことで悩んだら
毎週月～金曜  9時30分～17時（青少年課）
問相談専用☎(43)0900
0120－22－7830(携帯不可)

いじめで困ったときや不安や悩みがあったときなど
24時間受け付け（やまぐち総合教育支援センター）
問相談専用 0120－0－78310

　市政相談

　行政相談（行政相談委員）

　無料法律相談

　有料法律相談

　高齢者・障がい者のための電話法律相談

　法テラス

　行政書士無料相談

　土地家屋調査士・司法書士合同無料相談

　社会保険労務士無料相談

くらしの相談窓口

　税金の無料相談会

　24時間子どもＳＯＳダイヤル

　就職相談（キャリアカウンセリング）

　ヤングテレホン岩国

　労働相談
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人権研修のお問い合わせ
　人権課☎(29)5080問
人権研修のお問い合わせ
　人権課☎(29)5080問

※放送時間は、EPG（リモコンの番組表
ボタンで操作）で確認してください
※番組編成の都合により、急きょ放送日
時や内容が変更になる場合があります

過去の市政番組は、
市ホームページから
見ることができます

※放送時間は、EPG（リモコンの番組表
ボタンで操作）で確認してください
※番組編成の都合により、急きょ放送日
時や内容が変更になる場合があります

過去の市政番組は、
市ホームページから
見ることができます

放映：４月25日㈪
               ～５月１日㈰

　

山
口
県
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
感
染
者
数
は
令
和
４
年
２
月

23
日
時
点
で
１
万
９
８
０
５
人
（
再
発

ま
た
は
再
感
染
者
23
人
を
除
く
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

連
し
て
当
初
か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
た
、

感
染
者
や
そ
の
濃
厚
接
触
者
、
所
属
す

る
団
体
や
企
業
、
医
療
従
事
者
や
そ
の

関
係
者
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
な
ど
の

問
題
は
現
在
で
も
解
消
さ
れ
ず
、
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

病
気
や
感
染
症
に
関
す
る
差
別
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
す

る
前
に
も
幾
度
と
な
く
歴
史
の
中
で
繰

り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
ハ
ン
セ

ン
病
元
患
者
と
そ
の
家
族
へ
の
中
傷
に

関
す
る
事
例
や
H
I
V
患
者
へ
の
退

職
強
要
の
事
例
な
ど
、
誤
っ
た
知
識
や

偏
見
に
基
づ
い
た
行
動
に
よ
っ
て
人
権

を
侵
害
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
過
去
の
歴
史

に
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

肉
眼
で
は
確
認
で
き
な
い
ウ
イ
ル
ス

へ
の
対
策
を
求
め
ら
れ
る
期
間
が
長
期

間
に
及
ん
で
い
る
現
状
が
不
安
を
よ
り

強
く
引
き
起
こ
す
要
因
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
感
染
症
対

策
の
つ
も
り
で
誰
か
を
傷
つ
け
て
し
ま

う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
互
い
を
尊
重
し
、

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と

に
よ
り
、
少
し
ず
つ
で
も
傷
つ
く
人
は

減
ら
せ
る
は
ず
で
す
。
誰
か
を
差
別
す

る
こ
と
も
誰
か
か
ら
差
別
さ
れ
る
こ
と

も
な
く
、
お
互
い
に
助
け
合
え
る
社
会

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

放映：５月２日㈪
                   　 ～８日㈰

岩国市英語交流センター
「PLAT ABC」オープン

　３月に岩国駅東口駅前広場にオー
プンした英語交流施設を紹介

一人一人が交通安全意識を持つこと
が交通事故死ゼロにつながる

歩行者を事故から
守るために

　歩行者の交通事故を防ぐために注
意するポイントを紹介

正
し
い
知
識
と
情
報
に
基
づ
い
た
判
断
を

センターにはカフェスペースやボー
ドゲームなども設置されている
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岩
いわくにちょうこかん

国徴古館
昭和20年に旧岩国藩主吉川家によって
建てられ、その後岩国市に移管された市
立の博物館
住所：横山二丁目７－19　☎（41）0452
休館日：月曜（祝日の場合はその翌日）

目の不自由な人へ

交通事故発生件数

岩国市　人口・世帯

※
１　

青
年
た
ち
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
た
集
団
。
集
団
生

活
の
中
で
人
間
形
成
を
目
指

し
た
教
育
が
行
わ
れ
た

※
２　

学
校
以
外
の
社
会
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
行
わ
れ

る
教
育
活
動
の
こ
と

写
真
：『
祖
生
公
民
館
』

（
岩
国
市
教
育
委
員
会
周
東

支
所
所
蔵
）

　

現
在
、
岩
国
市
内
に
は
公
民
館
お
よ
び
分

館
が
合
わ
せ
て
16
館
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

最
も
早
く
に
つ
く
ら
れ
た
の
が
祖
生
公
民

館
（
現
周
東
祖
生
公
民
館
）
で
す
。
今
回
は
、

戦
後
間
も
な
い
頃
に
誕
生
し
た
祖
生
公
民
館

と
、
設
置
に
尽
力
し
た
祖
生
村
長
・
亀
岡
助

一
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

亀
岡
は
、
も
と
も
と
祖
生
尋
常
高
等
小
学

校
（
岩
国
市
立
そ
お
小
学
校
の
前
身
）
の
教

師
を
勤
め
る
ほ
か
、
青
年
会
で
指
導
す
る
な

ど
広
く
教
育
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

亀
岡
が
公
民
館
の
設
置
を
目
指
す
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
が
、
昭
和
21（
１
９
４
６
）年

７
月
に
文
部
省
（
現
文
部
科
学
省
）
よ
り
出

さ
れ
た
文
書「
公
民
館
設
置
運
営
に
つ
い
て
」

で
す
。
こ
の
文
書
に
は
「
新
し
い
日
本
に
生

ま
れ
変
わ
る
た
め
、
公
民
館
は
国
民
の
文
化

的
教
養
を
養
い
、
ま
た
文
化
・
教
養
の
機
関

と
し
て
市
町
村
振
興
の
底
力
を
生
み
出
す
」

と
い
う
公
民
館
設
置
の
趣
旨
が
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
趣
旨
に
感
銘
を
受
け
た
亀
岡

は
、
昭
和
22（
１
９
４
７
）年
４
月
に
祖
生
村

長
に
就
任
す
る
と
早
速
、
公
民
館
設
置
準
備

会
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
戦
後
の
荒
廃
し
た
社
会
の
中
で
、

村
民
か
ら
は
多
く
の
反
対
論
が
出
ま
し
た
。

し
か
し
亀
岡
の
「
郷
土
の
振
興
や
人
心
の
復

興
の
た
め
に
は
社
会
教
育
以
外
に
な
い
」
と

い
う
強
い
信
念
と
熱
意
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ

協
力
者
を
増
や
し
、
村
民
の
理
解
を
得
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
22（
１
９
４
７
）年
11
月
の
村

議
会
で
「
祖
生
公
民
館
設
置
条
例
」
が
定
め

ら
れ
、
祖
生
公
民
館
は
誕
生
し
ま
し
た
。
館

は
当
初
、
祖
生
中
学
校
内
に
併
設
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
24（
１
９
４
９
）年
12
月
、

祖
生
小
学
校
運
動
場
の
東
端
に
新
し
い
建
物

が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
建
物
は
、
講
堂
や

図
書
室
な
ど
を
備
え
た
木
造
二
階
建
て
で
、

山
口
県
内
で
初
め
て
の
新
築
公
民
館
で
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
社
会
教
育
の
広
が
り

と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
施
設
の
充
実
を
図
る

た
め
、
館
は
昭
和
49（
１
９
７
４
）年
に
現
在

地
へ
移
転
し
、
現
在
は
周
東
祖
生
公
民
館
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
公
民
館
は
市
内
各
所
に
つ
く
ら
れ
、

文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、
学
び
の
場
と
し
て

社
会
教
育
を
支
え
て
い
ま
す
。

人口　129,874人【前月比 －244人】　男性　61,909人　女性　67,965人

世帯　65,180世帯【前月比 －91世帯】　※外国人人口を含む（2022年３月１日現在）

２月分事故件数　24件（44件）　死者数　０人（０人）　傷者数　28人（50人）
※高速道路発生分を除く。（　　）内は2022年累計

「広報いわくに」のカセットテープをお貸しします。
お問い合わせは、広報戦略課☎（29）5016　　（21）3337FAX

岩
国
市
の
公
民
館
第
一
号
「
祖
生
公
民
館
」 

※
１

※
２

じ
ん
じ
ょ
う
こ
う
と
う
し
ょ
う
が
っ

こ
う
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広
報
い
わ
く
に

編
集
・
発
行
/
岩
国
市
総
務
部
広
報
戦
略
課
広
報
班
　
〒
740-8585　

山
口
県
岩
国
市
今
津
町
一
丁
目
14番

51号
　
TEL/0827-29-5016

FA
X/0827-21-3337　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 https://w

w
w
.city.iw

akuni.lg.jp/　
E-m
ail kouhou@

city.iw
akuni.lg.jp　

印
刷
/山
口
印
刷
工
業
㈱

古
紙
パ
ル
プ
配
合
率

70％
再
生
紙
を
使
用

はるなウィメンズクリニック　平田一丁目　　　☎(32)7007

さいとう皮膚科　　　車町二丁目　　　☎(23)4477
山下内科医院　　　　玖珂町558-22  　 ☎(81)0050
つきおか歯科　　　　由宇町中央   　　☎(63)1700

後藤産婦人科医院　　岩国一丁目　　　☎(43)3855
リフレまえだ病院　　玖珂町1887　　　☎(82)3521
藤政病院歯科　　　　周東町下久原　　☎(84)1137

みい眼科　　　　　　中津町一丁目　　☎(30)3131
藤政病院　　　　　　周東町下久原　　☎(84)0037
大矢歯科　　　　　　由宇町南　　　　☎(63)1182

増田耳鼻咽喉科　　　尾津町二丁目　　☎(31)8231
山口平成病院　　　　玖珂町11340   　☎(82)6111
桝尾歯科医院　　　　由宇町中央   　　☎(63)0128

●救急相談センター広島広域都市圏
　☎♯7119
　携帯電話からは☎082（246）2000
　24時間365日対応

●小児救急医療電話相談
　対象：15歳未満の子供
　☎♯8000
　利用できない場合は☎083（921）2755
　毎日午後７時～翌朝８時まで

休日当番医　９時～17時（受付は16時30分まで）　歯科：９時～12時（受付は11時30分まで）

休日・救急医療

日曜・
祝日・夜間の
急病

医師会病院救急センター
住所：室の木町三丁目６－12　☎（21）1199

内科・小児科・外科・歯科診療科目

診療時間 ●平日・土曜：午後７時～午後10時（内科・外科）
●日曜・祝日：午前９時～午後10時（内科）
　　　　　　午前９時～午後７時（外科）
　　　　　　午前９時～正午（歯科）

※日曜・祝日（午前９時～正午）に小児科医が出務しています
※専門医が出務できない場合もあります。事前にご確認ください

救急医療の相談は

18日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）
19日㈭　錦中央・外科（午前）、眼科（午前）
20日㈮　錦中央・整形外科（午前）
23日㈪　錦中央・整形外科（午前）、
　　　　脳外科（午後）
24日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）
　　　　美和・眼科（午前）
25日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）
　　　　美和・整形外科（午前）
26日㈭　錦中央・外科（午前）、眼科（午前）
27日㈮　錦中央・整形外科（午前）
30日㈪　錦中央・整形外科（午前）
31日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）
　　　　美和・眼科（午前）

錦中央病院・美和病院の診療科目　内科：月～金 ※下記は変更になる場合があります

錦中央病院☎（72）2321 ・ 美和病院☎（96）1155問

５月２日㈪　錦中央・整形外科（午前）
　　６日㈮　錦中央・整形外科（午前） 
　　９日㈪　錦中央・整形外科（午前）、
　　　　　　脳外科（午後）
　　10日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）
　　　　　　美和・眼科（午前）
　　11日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）
　　　　　　美和・整形外科（午前）
　　12日㈭　錦中央・外科（午前）、眼科（午前）
    13日㈮　錦中央・整形外科（午前）、
　　　　　　皮膚科（午前）
    16日㈪　錦中央・整形外科（午前）
    17日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）
　　　　　　美和・眼科（午前）

※上記は変更になる場合があります。当日の新聞や市ホームページなどでご確認ください
※急患以外の場合は、ご遠慮ください
問地域医療課☎(29)5011

５月１日㈰

５月８日㈰

５月22日㈰

５月29日㈰

５月15日㈰
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